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マルゴ と パオロ

わたしは	
ジュリアよ。

ここへは初
はじ

めてよね？	
あなたの名

な

前
まえ

は？

わあ！	
あなたの絵

え

，	
すてきね！

ありがとう！	
これはゴールデンライオン	
タマリンっていうの。	

大
たい

西
せい

洋
よう

の森
もり

に住
す

んでいる，	
サルの一

いっ

種
しゅ

なのよ。	
毛
け

がオレンジ色
いろ

でね，	
そして—

楽
たの

しそうね！

ほんとうに？	
わたしもよ！

それならわたしの	
オウムのキウイに	

会
あ

ってくれないかしら！	
きょうだいの	
パオロにもね。	

パオロはあなたみたいに	
絵
え

が上
じょう

手
ず

なのよ。

ごめんね。	
いつもしゃべりすぎてしまうの。	

友
とも

達
だち

を作
つく

るのが	
あまり上

じょう

手
ず

じゃなくて。

そんなことないわ！	
たった今

いま

，友
とも

達
だち

が一
ひと

人
り

できたわよ。	
その子

こ

の名
な

前
まえ

はマルゴ。	
わたしのことよ！

そのおさるさんのこと，
もっと教

おし

えてよ！	
動
どう

物
ぶつ

が大
だい

好
す

きなの。	
いつか	

獣
じゅう

医
い

になりたいと	
思
おも

っているの。

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ー
テ
ィ
ー
・
マ
ク
デ
ィ
ー


